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船橋市地域リハビリテーション拠点事業一覧（実績）

リハビリ関係者向け講演会
第30回研究大会（web）
第31回研究大会（web）
第23回摂食栄養サポート勉強会（web）

10月28日
3月30日
9月30日

リハビリ関係者向け研修会

第40回地区勉強会(＠きららホール）
第41回地区勉強会（＠きららホール）
第94・96・97回介護職勉強会（＠リハ病院）

第95回介護職勉強会（＠リハセンター）

6月23日
12月9日

9月5日、11月7日、2月6日

12月6日

市民向け講演会
リハビリセンター講演会＠リハビリセンター
ふなばし健康まつり

9月25日
11月2日

市民向け研修会
まちづくり出前講座（7回） 6月18日、6月25日、

9月18日、10月20日、
10月21日、10月30日、
12月17日

研修講演会

普及啓発 パンフレット作成 毎年更新

リーフレット作成 年2回発行

刊行物作成 年4回発行（vol.45．46．47．48）

ホームページ更新 随時更新

調査研究 東葛南部・千葉市介護サービス実態調査
船橋市回復期リハ病棟実態調査



第30回研究大会

大西氏は医療資源が限られる地域で「地域でひとつの病院」を
目指し、患者を追って地域に出向いていくアウトリーチの姿勢を
実践しています。単なる機能回復ではなく、本人の希望に寄り添
い、生活そのものをデザインする重要性を語りました。また、大
西氏が代表を務める「魚沼プールリハクラブ」の取り組みも紹介
されました。この活動は、障害を持つ方が体を動かす機会を作る
ために始まり、現在では多様な人々が集う“第3の居場所”となっ
ています。クラウドファンディングで資金を集め、全国大会に出
場する参加者も生まれるなど、リハビリが人生の再構築に繋がる
社会的処方の実践例として注目されています。
参加者アンケートでは満足度が高く、「地域リハの実践を学べ

た」「船橋でも実現したい」といった前向きな声が多数寄せられ
ました。

2025年  10月28日（火）参加者103名 Web開催

「生活を支えるということ」
 ―リハビリテーション科医の立場から―
講師 魚沼基幹病院 リハビリテーション科 部長 大西康史 氏

新潟県魚沼地域でリハビリテーション科医として活動する大西康史氏を講
師に迎え、「生活を支えるということ」をテーマに103名がWEB参加しま
した。



第20回摂食栄養サポート勉強会

勉強会では、食べる動作（摂食）が「認知期」から「食道期」までの5段階に分かれ
ていることが説明されました。認知症になると最初の「認知期」でつまずくことが
多く、アルツハイマー型や脳血管性、レビー小体型など、認知症の種類ごとに食事
場面で起こりやすい行動（他人の食事に手を出す、食べ残す、過食など）が動画を
交えて解説されました。また、窒息を防ぐ「食べやすい環境づくり」も紹介されま
した。合わなくなった入れ歯の対応や、足底をしっかり接地させる姿勢調整、テレ
ビを消して無地の食器を使う工夫のほか、「手づかみ食べを許す」ことも尊厳を守
る意義があると語られました。さらに、通院が困難な方でも自宅で口腔ケアや嚥下
評価を受けられる「訪問歯科診療」の重要性も強調されました。参加者の満足度は
平均4.7と非常に高く、「動画が多く分かりやすかった」「現場ですぐに実践できる
ヒントをもらえた」といった声が多く寄せられ、食を通じた生きる楽しみと尊厳を
支える多職種連携の重要性を共有する場となりました。

2025年9月30日（水）web開催

参加者141名

「食事の認知ができない人への関わり方」
講師 船橋市かざぐるま休日急患・特殊歯科診療所

田代晴基氏

認知症が進行してくると、食事の認知が難しくなり、時間がかかったりす
ることがあります。そのような場面をどのようにとらえ、関わるのか、動
画を交えてご説明いただきました。



第40回地域リハビリテーション地区勉強会 ＠きららホール
2025年 6月23日（木）参加者114名

「在宅での終末期を迎えた方をチームで
どう支えるか ～その人らしさを尊重して～」

「在宅での終末期を迎えた方をチームでどう支えるか ～そ
の人らしさを尊重して～」をテーマに、ミニレクチャー
を聞いた後、12 グループに分かれ、活発な意見交換が行わ
れました。グループワークでは多職種で混成チームを組み、
人生の最終段階にあるA 氏を支えるための目標設定と具体
的支援策を検討しました。

ミニレクチャーでは、がん終末期の在宅緩和ケアにおいては「予後予測」が非
常に重要であり、PaPスコア等の指標を用いて状態変化を把握することの必要
性が語られました。また、体重減少や食欲不振を伴う「がん悪液質（カヘキシ
ア）」の特徴や、終末期の点滴・高カロリー輸液が必ずしも患者の快適さに繋
がらない点も解説されました。さらに、改善できない「存在的苦痛」に対して
は、復唱・沈黙・問いかけなどの技法を用いた傾聴や共感が重要であると強調
されました。後半のグループワークでは、余命3ヶ月と宣告された82歳男性（A
氏）の事例をもとに、目標設定と具体的支援策を検討しました。A氏は畑仕事や
相撲が好きで、「自宅で家族と誕生日を過ごし、ケーキを食べたい」という希
望を持っています。各グループからは、「孫の誕生日に参加する」といった希
望を軸にした目標が掲げられ、各専門職が連携してA氏の“らしさ”をチーム全体
で支えるための具体的な工夫が提案されました。アンケート結果では、全体の
満足度が4.8と非常に高く、参加者からは「他職種の視点を学べて視野が広がっ
た」といった声が多く寄せられました。

ミニレクチャー
「在宅での看取りの対応について
～その人らしさを尊重した看取りを行うために～」

つばさ在宅クリニック 永島 徳人 氏



第41回地域リハビリテーション地区勉強会 ＠きららホール
2025年12月8日 参加者104名

「障害・医療・介護の垣根を越えて
世帯支援を考える」

今回の地区勉強会では、本人だけでなく同居家族も含めた「世
帯全体」を一つの生活単位として捉え、支援のあり方を共有す
ることを目的としました。

当日は、回復期リハビリ病棟に入院中の高齢男性（頸髄不全損傷による四肢麻
痺）と、精神疾患を抱える同居の息子（次男）との二人暮らしを想定した事例
が提示されました。参加者はグループワークを通じ、①本人の退院に向けた課
題の整理、②同居する息子の生活上の問題点の整理、③専門職としてできる本
人への支援と息子への助言、という3つの課題について検討しました。医療・介
護・障害福祉それぞれの立場から多様な意見が出され、支援や連携のタイミン
グについて活発な議論が行われました。また、後半には「ふらっと船橋」の清
水博和氏より、障害福祉分野における相談支援の仕組みや他機関との連携に関
するミニレクチャーが行われました。参加者アンケート（回収率80%）では満
足度が4.7と高く、「世帯支援を具体的に考えられた」「障害福祉分野への理解
が深まった」と好評を得る一方で、「制度がまだ分かりにくい」「継続して学
びたい」といった今後の課題も明らかになりました。今回の勉強会は、一つの
分野だけで完結せず、地域全体でつながりながら多職種連携を積み重ねていく
重要性を再確認する貴重な場となりました。

ふらっと船橋 清水 博和氏



介護職勉強会
第94回（9月5日）・96回（11月7日）・97回（2月6日） ＠リハ病院
第95回（12月6日） ＠リハセンター

「寝返り・起き上がり」、「体位変換」をテーマに実技の勉強会を実施しました。



出前講座 6月18日、6月25日、9月18日、10月20日、10月21日、10月30日、12月17日



ふなばし健康まつり
11月3日 ＠船橋市運動公園

2025年度はお天気が良く、屋外のブースにも多くの方が訪れていました。リハビリセンターは、
昨年同様、屋外ステージの出し物にはなし。体育館内でのブース出展のみ行いました。102名の
方に体組成測定器Inbodyを体験していただきました。



普及・啓発

パンフレット作成 毎年更新

リーフレット作成 年2回発行

刊行物作成 年4回発行

ホームページ更新 随時更新

調査研究 東葛南部・千葉市介護サービス実態調査
船橋市回復期リハ病棟実態調査
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刊行物



船橋市内の
回復期リハビリテーション病棟

実態調査報告

2026年3月23日

1船橋市地域リハビリテーション拠点事業



１．船橋市内の回復期リハ病棟の現状
病院名 住所 病棟数 病床数

千葉徳洲会病院 高根台2-11-1 2 102

セコメディック病院 豊富町696-1 １ 39

船橋二和病院 二和東5-1-1 １ 31

船橋市立
リハビリテーション病院

夏見台4-26-1 3

30

180

30

30

30

30

30

薬園台
リハビリテーション病院

滝台町94-22 2 92

船橋総合病院 北本町1-13-1 １ 46

東船橋病院 高根台4-29-1 １ 80

7病院 11病棟 570 床

2025年12月31日現在※10万人対比87.6床



回復期リハビリテーション病棟協会HPより一部改変
65.2万人の船橋市は10万人あたり、87.4床

船
橋
市



２．入院患者数

【 1 疾患別 】

【脳卒中】
956人／2,849人
（36.4％）

疾患名 患者数

脳卒中 1,036 
頭部外傷 91 
脊髄損傷 74 
その他の神経系の疾患 59 
四肢の切断 9 
骨折 919 
廃用症候群 425 
神経・筋・靱帯損傷 24 
股・膝の人工関節術後 74 
その他 183 
合計 2,849 

【骨折】
830人／2,849人
（32.3％）

【廃用症候群】
311人／2,849人
（14.9％）

調査対象期間：2025年1月1日～2025年12月31日



２．入院患者数

【 2 入院元別 】

【自院の急性期病棟】
1214人／2,810人
（43.2％）

入院元 患者数

自院の急性期病棟 1,214
他院の急性期病棟 1,534
介護老人保健施設 6

福祉施設（特養含む） 1

居宅施設 0
自宅 52
その他 3 
合計 2,810

【他院の急性期病棟】
1,534人／2,810人
（54.6％）

【自宅】
54人／2,810人
（1.9％）



３．退院患者数

【 1 傷病別 】

【脳卒中】
999人／2,787
（35.8％）

傷病名 患者数

脳卒中 999 

頭部外傷 84 

脊髄損傷 70 

その他の神経系の疾患 50 

四肢の切断 8 

骨折 934 

廃用症候群 411 

神経・筋・靱帯損傷 21 

股・膝の人工関節術後 75 

その他 135 

合計 2,787

【骨折】
934人／2,787人
（33.5％）

【廃用症候群】
411人／2,787人
（14.7％）



３．退院患者数

【 2 退院先別 】

退院先 患者数

自院の急性期病棟 175

他院の急性期病棟 178

療養病床 33 

介護老人保健施設 232 

介護医療院 50

特別養護老人ホーム 94 

グループホーム 13 

サービス付き高齢者住宅・有料 217 

福祉施設（障害） 8 

自宅 1,809 

その他 45 

合計 2,854

【急性期病棟】
353人／2,854人（12.4％）
【介護老人保健施設】
232人／2,854人（8.1％）
【特別養護老人ホーム】
94人／2,854人（3.3％）
【療養病棟】
33人／2,854人（1.2％）

【自宅】
1,809/2,854人
（66.1％）



４．2012年からの推移

2013年下総病院増床、船橋総合病院新規

2014年千葉徳洲会病院が移転・増床

2016年東船橋病院新規

2021年千葉徳洲会病院増床、船橋市立リハ病院減床

2023年薬園台リハビリテーション病院増床

2025年東船橋病院増床

（床）

入院患者数は増床にともない増加。
2025年2月に東船橋病院増床に伴い
入院患者も増加。
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【4-2 居住地（市内・市外）別入院患者数】 【4-3 居住地（市内・市外）別入院患者割合】

４．2012年からの推移

2023年まで市内在住患者が増加傾向だったが、2024年は若干減少。
割合では、2018年以降市内在住患者が70％を超えている。
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４．2012年からの推移

脳卒中は、2022年より38％代で推移し、2025年は36.4％。

骨折は30～35％程度、その他が15～20％で推移していた。

廃用症候群が24年に続き増加。
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【4 入院患者主要疾患割合】
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４．2012年からの推移

2012年以来、入院患者数の中で、「脳卒中（市内）」、「骨折（市内）」が多
数を占めている。他疾患も2024年から増加。
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４．2012年からの推移

※「在宅」とはグループホーム・サービス付高齢者住宅等
診療報酬上在宅扱いとなる施設等への退院を含む

在宅復帰率は70％台半ば

から後半で推移。
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４．2012年からの推移

急性期病院

介護老人保健施設

療養病床
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自宅等以外の退院先割合

2022年に増えた急性期病院への転院は減少していたが、再び増加。療養病床が減少



ご協力いただきました回復期リハ病棟医療機関の
皆さま、誠にありがとうございました。



東葛南部地区・千葉市
高齢者数・要介護認定率と

介護サービス推移
（2018-2025）

介護保険事業状況報告 月報（暫定版）各年10月分より



千葉市, 26.20%

船橋市, 23.8%

市川市, 21.50%

八千代市, 24.70%

習志野市, 23.70%

鎌ケ谷市, 28.40%

浦安市, 18.8%
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あるいは微増。

船橋市は23.8%、
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まとめ

•高齢化率は安定しているが、後期高齢者の実数は増加している。

•船橋市は要介護認定率が高いが、利用者割合が減少するサービス
もあることから希望するサービスが受けられない可能性がある。

•訪問介護の利用者割合低下は、訪問介護の供給が足りない可能性
がある。

•訪問看護が伸びていることから、「家事援助」から「療養支援」への
移行がなされている可能性がある。

•通所系サービスの利用者割合低下は、高齢者の増加に供給が追い
付かない現状と通所困難な重度者の増加による「訪問」へシフトして
いることが示唆される。


	スライド 1: 船橋市地域リハビリテーション拠点事業  2025年度　活動報告
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11: 刊行物
	スライド 1: 船橋市内の 回復期リハビリテーション病棟 実態調査報告 
	スライド 2: １．船橋市内の回復期リハ病棟の現状
	スライド 3
	スライド 4: ２．入院患者数
	スライド 5: ２．入院患者数
	スライド 6: ３．退院患者数
	スライド 7: ３．退院患者数
	スライド 8: ４．2012年からの推移
	スライド 9
	スライド 10: ４．2012年からの推移
	スライド 11: ４．2012年からの推移
	スライド 12: ４．2012年からの推移
	スライド 13: ４．2012年からの推移
	スライド 14
	スライド 1: 東葛南部地区・千葉市 高齢者数・要介護認定率と 介護サービス推移 （2018-2025）
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10: まとめ

